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（１５7）栃木県日光の東照鉱山跡
この鉱山の位置については、参考文献（１）には「豊岡村西北端、日光赤薙山東南麓、海抜６００

ｍの地点にあり、現場から約５００ｍの間は人馬道を通ずるだけであるが、それから豊岡村高畑まで
の４ｋｍの間は馬車を通じ、更に今市町まで約５ｋｍの間は自動車を通じ路面が比較的平坦である。」
の記述があった。参考文献（２）には「今市市瀬尾河内郡豊岡村小百。霧降滝の下一里にして、今市
駅より西北石見川に沿い三里の所にあり。」だけの記述。なを、鉱山の鉱石は磁硫鉄鉱及び黄銅鉱を
主とし、時に僅かの方鉛鉱及び閃亜鉛鉱を伴うとのこと。
岩友の事前探査の結果を頼りに、その後の２回の探査行で現地を確認することができた。幾つかの

プラトー部、石垣組に、坑口跡があり、良好な鉱物標本も採集できた。
現地への経路は次の通りである。今市から２４５号を北上し、小百の交差点で左折する。直ぐに、

進行方向の右側にある側道に入り、石見川に沿って林道を北上していく。図１参照。Ｐ点に適当な広
さがあるので、ここに駐車する。図１中の赤丸付近が確認した鉱山跡。後は図２参照。
幾つかのプラトー部と坑口跡を確認した。プラトー部付近にはズリが豊富である。最後尾の参考文

献の項に、資料の原文を複写掲載しておいた。現地訪問においてそれらも参考にすると、現地で新し
い発見も期待できよう。文献（１）によれば、６号坑があった。つまり少なくとも、坑口は６つあっ
た。現時点までの探査では、３つしか確認していない。これも期待できよう。

探査日 ２０１８年６月

図１ 青色曲線で小百の交差点付近から現地までのガーミンによる経路ログを示している。車を
駐車したＰ点の所までは、車で無難に登って行ける。赤丸が確認した鉱山跡。参考のために、著者に
よる付近の既探査の鉱山跡である小百、豊岡、滝頭の位置も黒輪で書き足している。
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図２ 図１の部分拡大図。Ｐ点よりなだらかな山道を徒歩３０分で現地。３つの赤四角はプラトー
部、ズリが豊富である。３つの黄緑丸は坑口跡。坑口が綺麗に現存しているのは、下から２番目で、
沢の左岸少し上にある。この坑口当たりまでは、比較的幅のある林道が沢の左岸に沿って生きている。
とまり、Ｐ点から何の不安もなく、林道を歩いて現地に行けるということである。

鉱山跡写真

写真１ 今市から２４５号を北上し
て来る。小百の交差点を左折して、直
ぐに右側にある側道に入っていく。写
真中の「電話ボックス」のある所の。

写真２ Ｐ点の所から西に延びてい
る沢の名称は、現地の看板によると「掘
原沢」。Ｐ点当たりから、この掘原沢
の林道には、整地のためであろうか、
ズッと上流までズリが撒き散らされて
いる。林道一面に、黄鉄鉱が薄いズリ
石が転がっている。中央付近にハンマ
ーと集めた鉱石ズリがおいてある。次
写真を参照。
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写真３ 写真２で紹介している林道
上で容易に見られた黄鉄鉱の薄いズリ
転石。この林道の近傍か上流に、鉱山
があったことの傍証である。

写真４ Ｐ点から約２００ｍ。主林
道は橋の先に延びているが、ここでは
橋を渡らず、沢の左岸に延びている林
道の方に入って行く。写真の右端の所。

写真５ 林道を登ってくると、左手
にある沢の右岸側に、大分広い最初の
プラトー部がある。その上流部には「両
側に石垣組」があり、その間の先は崩
落していた。鉱山跡の長年の探査経験
から、このような両側が石垣組の形状
は坑口の入口に組まれている場合が多
い。坑口跡と判断した。この付近で、
良好な磁硫鉄鉱の標本を簡単に採集で
きた。写真９参照。

写真６ 写真５で示している所から
少し上流の右側斜面。露出したズリの
上、写真の中央付近に草木で隠されて
いるが、坑口があった。
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写真７ 写真６で示した坑口の内部
を入口から撮影。入口付近の土砂を取
り除けば、排水できそう。

写真８ ２番目のプラトー部の上流部
分にも両側に石垣組を持つ構造物があっ
た。この先には崩壊した坑口があると思
われる。

採集鉱物写真

写真９ 最初のプラトー部の上部付
近で採集した、１００％磁硫鉄鉱の標本。
表面が赤さびていて、かつ重そうな石を
ハンマーで一撃。銀ピカだらけの破断面
が眩しかった。

参考文献
（１）「塩原図幅地質説明書」、地質調査所、昭和３０年。

以下が本鉱山に関する全文である。
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（２）「東京鉱山監督局管内 金属鉱山（鉱業叢書第三篇）」、小山一郎、鉱業社、昭和１５年。

以下が東照鉱山に関する全文である。この文献では「東照銅山」と呼称している。銅鉱石を主とし
て産出していたこともあったのであろう。文中に「露頭にても・・・」の記述があるので、探せば露
頭跡に出会えるかも。
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追探査
本鉱山を岩友への紹介を兼ねて、２０１８年６月後半に現地を再訪した。が、梅雨時期であり､か

つ当日は湿気も多かったためなのであろうが､ヒルが結構出てきていた。一番下の坑口当たりで、探
査を早々に切り上げ、ヒルの出ない時期に再訪することにして、退散した。
年明けの１月に再訪した。時期も時期なので根雪を心配していたが、全くなく、寒さもそれほどで

もなく、好天気下での探査行となった。
現地で､登ったり下ったり、あちこちを歩き回り、全体で１０個以上の坑口跡、坑口跡らしいつぶ

れた箇所を確認した。又、多くのプラトーの存在も確認した。追図１に、既報の図２に今回得られた
データを重ねて表示している。

探査結果のまとめ
（１）予想外に広範な領域に多数の坑口跡があった。相対的に小さくはない鉱山であったと推断する。

（２）参考文献によれば、本鉱山は元々は「銅鉱山」。鉱石としては黄銅鉱、磁硫鉄鉱、方鉛鉱、閃
亜鉛鉱を産出していたとか。追図１中のＡ点のプラトー部で、磁硫鉄鉱石の小さな貯鉱場らしいとこ
ろで、大きくて磁硫鉄鉱に富んだ標本を採集できた。が、他の鉱物の良品の標本は今回も採集できて
いない。出来れば、黄銅鉱の良品を採集したいと思っていたのであるが、残念。

（３）露天掘り後らしいところもあった。確認した殆どの坑口前にプラトー部があり、ズリもあった。
が、鉱石は殆どなく､スカズリであった。が、気を入れて探せば､良い鉱石に出会えるかもしれない。
期待は出来よう。

（４）銅鉱山では、通常では銅の２次鉱物が顕在するものであるが、これも殆ど確認できていない。
探し方が悪いのかもしれない。ズリを少し掘り込めば見つかるかもしれない。

（５）東照鉱山としての、全体像が把握できたので、今回までの探査データをもとに、十分に鉱物探
査に時間をかければ、成果のある採集が出来ると思われる。

（６）堀原沢の入り口付近の林道には、整地のために巻かれたと思われる鉱石ズリが散在している。
この鉱石ズリは坑口跡のあった付近では殆ど見られない種類であった。どこから持ってきたズリなの
かは確認できていない。

探査日 ２０１９年１月

追図１ 本文中の図２に加筆。黄緑丸は明確な坑口跡。他にそれらしい箇所も多数あった。プラト
ーのＡ点付近には、磁硫鉄鉱の小さな貯鉱場らしいところがあった。良好な磁硫鉄鉱の標本が採取で
きた。現地までの経路に不安はない。沢は広く歩きやすい。梅雨時期の、湿度が高く､地面がしめっ
ている時には現地のヒルは元気そうである。ヒル嫌いは時期に要注意。
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鉱山跡写真

追写真１ 追図１中のＡ点付近。写真の
中央付近がどうも小さな貯鉱場であった
ようである。磁硫鉄鉱の採石が結構沢山
あった。この付近を探せば、結構な標本
が採集できるかも。

追写真２ 今回も採取した磁硫鉄鉱。
劈開面全体が銀色に輝いている。赤丸
がハンマー一撃で割れてできた双子の
兄弟。

追写真３ 現地の林の中での一様。何
段にも渡って石垣組が見られる。かっ
ては鉱山施設が建っていた場所なので
あろう。
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追写真４ 坑口跡の一つ。真ん中の木が倒れかかって
いる黒い部分。入り口手前に両側に石垣組を持って

いる。

追写真５ 追写真４の坑口跡入り口より内部を覗く。

追写真６ 坑口跡の一つ。この一体
に多くの坑口跡を確認した。明瞭な
坑口跡は少なくとも８つ以上はあろ
う。また、坑道が陥没して出来たの
であろう、縦穴状の箇所もあった。
坑口跡の岩盤には､場所によって薄い
鉱染状の脈も観察できる。露天掘り
下らしい箇所の数カ所あった。又薄
い鉱床も観察できる。


